



















東京都が，法制度化の直前期の 1961（昭和 36）年 12 月
に，東京都社会福祉協議会に委託して「家庭奉仕員制度」
を開始したことは比較的知られている（厚生省社会局施設







65 人が採用され，翌 37 年の 1 月から活動が開始され」た
とされ（http://www.sh.rim.or.jp/ ～ hands/tsushin/0605.








































































































































































































































































































定員 30 人に対し 900 人の応募者があった。一流会社並み
の難関を突破した 30 人が採用され，その内訳は，年齢 30
～ 50 歳，未亡人 15 人，未婚 5 人，既婚 10 人であったと
いう。この 30 人を受講者としたヘルパー講習会は，「新し
い型の女中さん」という触れ込みで，1960（昭和 35）年 6




















習をすべてクリアし，同年 7 月 16 日に，日本女子大学桜
楓館内での修了式に臨んだ者は 30 人全員であった（修了






さらに，その後の 1966（昭和 41）年 10 月 16 日には，「3
































表 2.   事業内ホームヘルプ制度実施事業場現況
（1964 年 4 月 1 日現在）











































300 余の大企業と全国 20 余地区の中小企業群で「共同方式」
が採用されるに至ったのであった。






庭養護婦派遣事業状況視察」（1961 年 4 月 19 日，於 長野

























表 3.   家庭養護婦派遣事業状況視察





1. 期　　日　昭和 36 年 4 月 19 日




































































Ⅵ 展開期 ―― 大都市における家庭奉仕員派遣事










家庭奉仕員数は，64 人（1961 年）から 96 人（1965 年），
269 人（1970 年 ），511 人（1975 年 ），541 人（1980 年 ），
546 人（1985 年），560 人（1989 年）と増減を繰り返しつ
つも，1969（昭和 44）年以降，急増している。一方，家
庭奉仕員等の派遣延べ回数は，10 万 7,362 回（1970 年），

















高額であり，初任給 2 万 8,298 円，現任者 3 万 6,572 円～
4 万 477 円となっている。定年制を設けていたのは大阪市
（（老）60 歳）と神戸市（58 歳）である。
なお，家庭奉仕員の身分については，様々な闘争があっ
たことが窺え，東京都では 1964（昭和 39）年 4 月に都社
協職員から区の非常勤職員に変更となり，さらに 1968（昭

















こう。ここでは，1966（昭和 41）年 4 月 11 日付の『福祉

































































































































































































































初の養成講習卒業式」『朝日新聞』昭和 35 年 7 月 17 日，
第 10 面．
朝日新聞社（1962a）．「スマートな制服で 家庭奉仕員きの
う発足」『朝日新聞＜東京版＞』昭和 37 年 1 月 11 日，
第 12 面．
朝日新聞社（1962b）．「恵まれぬ老人たちの世話 千葉市に
家庭奉仕員生まる」『朝日新聞 千葉版』昭和 37 年 5
月 29 日，第 12 面．
朝日新聞社（1966）．「3 年間で 5000 人に労働省 10 倍に増







































年 6 月 14 日取得）．
厚生省社会局施設課（1960）．『老人福祉（一）』pp.42－
43．



































































森山 治（2006a）．「東京のホームヘルパー 第 9 回」『月刊
東京』267・268，pp.42－47．
森山 治（2006b）．「東京のホームヘルパー 第 11 回」『月
刊東京』272，pp.28－33．


















































6,618 人（1982 年），1 万 8,278 人（1983 年），1 万 9,908
人（1984 年），2 万 1,613 人（1985 年）と急増していっ
た（厚生省編 1985:228）。


































家事がうまく老人福祉に熱意のある 30 歳から 37 歳
の主婦や未亡人 5 人が千葉市福祉事務所に採用さ
れ，老人医学や衛生知識の講習を受けていた。ヘル












Establishment of Home-help Services and Women’s Career Development:
A case study of home-help service system among companies and Tokyo area in 1960’s
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Abstract
The purpose of this study is to clarify a historical fact and situation of home-help service system in 
Tokyo in 1960’s. Moreover, this study reveal some judgments and lessons from the standpoint of women’s 
career development. The author search for some essays, books, newspapers and white paper, and so 
forth. In result, the emerging point of this pioneering work in this area are as follows:
1. Home-help service system in Tokyo in 1960’s, put a question the way of women’s work from a point of 
practical level.
2. The above system keep up a basic principle in social work; accept, sympathy, listen to the other 
party.
3. The above system attach importance to the empowerment-approach to solve problems.
In this way, there are historical meaning of home-help service system in Tokyo in 1960’s, on not only 
official support and pass a law, but ask again the way of women’s labor. After this, many tasks are 
connected with home-help service system, have to be revealed by the historical approach.
Key words : home-help service system, home-help service system among companies, home-helper, 
women’s career development
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